
こんにちは、STM32CubeMXコード生成ツールのプレゼンテーショ

ンへようこそ。このプレゼンテーションではSTM32CubeMXの主機

能を網羅します。その主機能はSTM32ファミリ向けの初期化コー

ドを生成に使用されます。
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このプレゼンテーションはSTM32L4シリーズを取り上げますが、

STM32CubeMXはSTM32ファミリ全体で共通のプラットフォームで

す。
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STM32CubeMXアプリケーションはGUIでファームウェアプロジェク

トの初期設定をガイドし、STM32マイコンを使用する開発者の作

業を支援します。

そのGUIはピン配置、クロックツリー、内蔵ペリフェラルの設定、

及び、生成されるファームウェアプロジェクトの電力消費のシミュ

レートする手段を提供します。

また、そのGUIはSTM32マイコン製品ポートフォリオ由来の豊富な

データライブラリを使用します。

このGUIアプリケーションは、開発者が機能及び電力の観点で最

適なマイコンを選択する作業を助け、開発初期段階の作業を簡

単なものすることを目的としています。
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適切なマイコンを選択し、必要なペリフェラルを選択し、ピン設定

を割り当てる自然なワークフローを実現するようにユーザ･インタ

フェースが構成されています。

電力消費計算機は効率の良いシステム設計を目的としています。

最後にプロジェクトの初期化コードを生成することができ、また変

更したくないユーザコードを保持したまま再生成も可能です。
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STのウェブサイトからSTM32CubeMXの無償インストーラをダウン

ロードし、インストールします。

そして、メニュー設定でユーザ設定を調整します。

• アップデータ及びライブラリダウンロードのメニュー（Alt+S）。

• コード生成及び開発ツールチェインとの結合メニュー（Alt+P）。

この設定を済ませると、新しいプロジェクトが生成可能になります。
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インターネット接続が適切に設定されていれば、プロジェクトワー

クスペースの生成に使用されるGUIツール及びコードライブラリが

更新されます。

「新ライブラリのインストール」オプション（Alt+U）を使用して追加

のSTM32Cubeライブラリをダウンロードするか、もしくはソフト開

発時のバージョン維持目的の場合は古いバージョンを取得しま

す。

しかしながら、STM32CubeMXツールはリリース済のライブラリ全

バージョンでテストされておらず、古いSTM32CubeMXツールでは

新しくリリースされたライブラリが動作しない可能性があります。
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“New Project”を選択するとマイコン選択ウィンドウが表示されま

す。ユーザがどのマイコンを使うか事前にわかっていれば、すぐ

に見つけることができます。

どのマイコンを使うかまだ決まっていなければ特定の要求にもと

づいて使用可能な製品を選別可能です。
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“Board Selector”タブで既存のSTM32評価ボードに対する設定が

可能です。例えばSTM32L476-EVALボードが選択された場合、

LCD、ボタン、オーディオ、及び、通信インタフェース用のI/O群が

ロードされます。ただし、そのボード上のいつくかの通信インタ

フェースはジャンパもしくは半田ブリッジを調整した後に使えるよ

うになるため、STM32CubeMXツールでは設定済になっていませ

ん。
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次のステップは使用するペリフェラルを選択し、選択したペリフェ

ラルの入出力にピンを割り当てることです。

ペリフェラルに依存しない独立した汎用GPIOの設定も可能です。

信号はデフォルトピンに割り当てられていますが、Ctrl＋クリック

で表示される代替ピンに移すこともできます。

例えばI2C1が有効にされるとツールは自動でデフォルトピンに割

り当てます。

STM32CubeMXツールは管理しているペリフェラルとソフトウェア

部品の間に存在するほとんどの組み合わせを自動で考慮します。
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より多くのピンがペリフェラルのオルタネート機能向けに予約され

ているため、別のペリフェラル向けに選べるピンはより少なくなり

ます。

そのピン割り当て上の制約は他のペリフェラルノードのアイコン

の変化で表示されます。

ピンの上で左クリックするとオルタネート機能が表示されます。

ピンの上で右クリックするとピン割り当てを選択できます。

特定のペリフェラルを有効にしないでピン配置を選択するか、も

しくはピン配置に問題がある場合は、そのピンが緑ではなくオレ

ンジ表示になります。
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ペリフェラルモードには3つの状態があります。

• 灰色：そのペリフェラルモードは使用できません。他のモード

にする必要があります。灰色のモードの上にマウスポインタ

を置くと使用できない理由を見れます。例として、クロック

ソースを無効にする必要ありことや、他のペリフェラルと依存

関係があることなどがあげられます。

• 黄色：そのペリフェラルモードは制限付で使用できます。複

数のオプションが競合しているため制限付になっています。

例えば全ての選択可能なUSARTクロックピンが他の用途に

使用されているとUSARTを同期モードで設定できなくなります。

• 赤色：そのペリフェラルモードに必要な信号がピンに割り当

てられない状態です。例えば主要な信号の割り当てに必要

なピン全てが他のペリフェラルに使用されている場合が該当

します。

ピン配置ビューから信号を直接、設定・移動できます。

• ピンをクリックして割り当て可能な信号リストを表示し、その

うちのひとつを選びます。この操作はペリフェラルに割り当て

られていないGPIOに対して動作します。
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• ある信号を割り当て可能なピンを表示するには、その信号を

Ctrl+クリックして別の場所にドラッグします。Ctrlキーの押下し

たままドラッグ＆ドロップで信号を別のピンに移動できます。

• 未使用のピンを手動でアナログモードに設定する必要はあり

ません。未使用のピンを半自動でアナログモードに設定でき

ます。

11



クロック設定タブで、全てのクロックソース、分周器、逓倍記を網

羅したクロックパスの配線図、および、実際のクロックスピードが

見れます。有効な信号は青色でハイライトされます。

ドロップダウンメニューと制御ボタンでクロック設定を調整します。
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範囲外の数値を設定すると、問題の発生を知らせるため表示が

赤になります。

青色の枠に必要なクロックスピードを入力すると、そのスピードに

なるようにソフトウェアが分周器、逓倍記を再設定します。青色の

枠のクロック値を右クリックすると固定され、変更から保護します。
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メインウィンドウの設定タブでSTM32CubeMXの設定支援対象と

なる全てのハードウェアおよびソフトウェア部品を俯瞰できます。

設定オプションにアクセスするボタンは設定可能状態を示す小さ

いアイコンとともに表示されます。

デフォルトの状態は設定できません。ボタンをクリックするとペリ

フェラルもしくはミドルウェアがそれらの設定オプションとともに表

示されます。

適切に設定した後でも更に変更できます。

設定をまちがえると警告サインが通知されます。その状態でコー

ドを生成してしまうとペリフェラルが動作しません。

ひどいまちがいは赤色のXで表示されますので設定を調整する

必要があります。

設定するペリフェラルやミドルウェア部品を追加するにはピン配

置タブに戻ります。
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各ミドルウェア部品のオプションはそれぞれ異なりますが同じよう

な様式で表示され、初期化オプションを簡単に把握でき、その他

有益な情報を提供します。
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ペリフェラルを設定する際、ダイアログウィンドウは基本パラメー

タ、依存関係、および制約条件を表示します。パラメータが複数

ある場合はドロップダウンメニューが使用されます。

割込み優先度は”NVIC”タブで設定できます。ペリフェラルウィンド

ウでは割込みの有効・無効だけ設定できます。

DMA設定タブではDMAリクエストの初期化に関連するパラメータ

を設定でき、転送開始アドレス等の実行時パラメータは設定でき

ません。

GPIO設定タブはGPIOパラメータや機能の設定に使います。
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STM32CubeMXのもうひとつの特徴は、使用可能な割込みおよび

有効な割込みを優先度情報つきで一目で把握できることです。

このウィンドウは選択されたペリフェラルの割込みを有効にし、割

込み優先度を設定する用途に使います。
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対応するDMAチャンネルタブを選択して”Add”をクリックすると特

定のペリフェラル向けのDMAリクエストが追加されます。また、全

ての設定オプションを検証します。この設定パネルでDMAチャン

ネルを設定できますがDMA転送に関わる全ての条件を設定でき

るわけではない点にご注意ください。その残りの設定はアプリ

ケーションコードで記述し、実行することになります。
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ピン設定ウィンドウのGPIOタブで各ピンの初期化を簡単に設定で

きます。

各ピンが一覧表形式で表示されユーザーラベル付でピン設定を

一目で把握できます。

ドロップダウンメニューと使って並べ替え、検索、設定調整を選択

したピンに実行できます。

ツールが割り当てたデフォルト値は安全です。しかしあるペリフェ

ラル設定に対しては動作しない場合があります。

ツールが選んだGPIOスピードがペリフェラルの通信スピードに対

して充分か、内部プルアップが必要なピンに選んであるかについ

てはユーザーが確認する必要があります。

より手早くピンを設定したい場合は、各ピンを個別に設定せずに

ピンをグループごとに選びます。特定のペリフェラル専用のピン

グループを得るにはペリフェラルタブを使用します。

初期化時の設定は実行時に変更可能ですが、実行時の変更は

STM32CubeMXツールの適用範囲外となります。
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全ての入出力、ペリフェラルの設定が完了すればコードを生成で

きる段階になります。

まず最初にメインウィンドウのプロジェクトメニューで各設定に

チェックを入れます。

サポートしている開発ツールKeil、IAR、Atollic, およびAC6からひと

つ選択します。

ユーザーコードを”USER CODE”コメントブロック内に収めておけば

初期化設定を変更しコード再生成した場合でも消されることなく

保持されます。

次のスライドでこのオプションを有効にする方法を説明します。
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このウィンドウは(Save as...)でプロジェクトを保存する際に使用で

きます。ツールチェインフォルダはツールチェインそのものがどこ

にあるかではなく、そのツールチェイン向けのワークスペースが

どこに配置されるかを示しています。このダイアログウィンドウの

簡易版をAlt+Pショートカットで使用でき、プロジェクト設定を表示

できます。
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STM32Cube HALライブラリは様々な方法でプロジェクトと連携しま

す。プロジェクトをコンパクトなパッケージとして移植する必要が

ある場合や、ライブラリコードをカスタマイズする必要がある場合

はコピーオプションを選びます。ライブラリをもともとある場所で

維持して使うと複数のプロジェクトで最新版ライブラリを共有しや

すくなります。

全てのペリフェラルの初期化コードをstm32fxx_hal_msp.cに集約

したり、ペリフェラル毎にひとつの初期化コードファイルを生成し

たり、どちらもできます。

古いファイルのバックアップもしくは削除のどちらを選ぶかはワー

クフローの好みによります。これらのオプションは再生成機能で

使用します。また、”keep user code when re-generating”オプショ

ンもここで選択できます。

“Set all free pins as analog”設定は消費電力の低減に役立ちます

が、もしSWD/JTAGインタフェースをピン配置タブで選択していな

い場合、このアナログ端子設定オプションはデバッグインタフェー

スを無効にしてしまいます。

“Full assert”はHAL関数に渡される引数のチェックを有効にし、
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ユーザーコード上のバグの検出に役立ちます。
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TSTM32CubeMXユーザーインタフェースは有用なツールですが、

機能上の制限があります。全てのSTM32マイコンをユニバーサ

ルアシストするものであるため、STM32ポートフォリオを俯瞰する

のに有用ですが、各マイコン製品の全ての細部を追及するもの

ではありません。

迷った場合はリファレンスマニュアルやデータシートを参照し

より詳細かつ正確な情報を調べてください。更に学習する場

合はアプリケーションノートや参考使用例を使用してください。

STM32CubeMXで動作するプロトタイプを手早く作成してアプ

リケーション開発に着手し、（同じアプリケーションで異なるク

ロック、GPIO設定が必要になる場合等）必要に応じてコードを

編集していく、というのが想定使用例になります。

STM32CubeMXジェネレータが区割りしたユーザーエリア内でコー

ドを記述していて、GPIOピンの設定を追加したり、クロックを変更

したり、NVIC優先度を変更したくなった場合は、STM32CubeMXの

初期設定に戻ればそれらの変更が可能です。
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組込みアプリケーション開発の際、低消費電力は重要な設計目

標となります。とはいえ、データシートから電力消費情報を抽出

するのは時間がかかり退屈な作業です。電力消費計算機はデー

タシートから電力消費情報を抽出する作業をユーザーインタ

フェースツールで置き換えて設定シナリオから有益な見積もりを

生成します。
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電力消費計算機は主要電源もしくは補助電源として使う電池寿

命の見積もりに使います。見積もりの要となるマイコンの想定動

作シーケンスは簡単にインポート・エクスポートでき、不正な状態

遷移も検出します。2つのマイコンについての見積もりを比較でき

レポートも生成できます。
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電力消費計算機はSTM32CubeMXメインウィンドウの4番目のタブ

になります。ウィドウは複数の区画で分割されています。

一般設定区画は現在選択中のマイコンのタイプと標準動作条件

を要約します。

2番目の区画はシミュレーション動作シーケンスとその制御を表

示します。

シミュレーションを実行するボタンはなく、結果がリアルタイムで

表示されます。
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一般PCC設定区画は選択したマイコンおよびデフォルト電力源を

要約しています。

温度、電圧といったパラメータは選択中のマイコンおよび利用可

能な電力消費データに応じて定義されます。

電池選択区画は電池タイプの選択もしくは定義に使用します。電

池源はオプションで、定義されていれば選択中のシーケンスの各

ステップに使用され、デバイスをシミュレーションします。

情報およびヘルプ区画はユーザーに有用な注釈を提供します。
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“Sequence Table”は様々な期間と設定でステップ列を定義します。

その長さに実質制限はありません。

シーケンスをロード、変更、再利用できます。

ユーザーインタフェースを使うことでシーケンス内部で各ステップ

を複製、再配置できます。

有効していれば全ての状態遷移が自動でチェックされ、周波数も

しくは電力範囲の不正な変化を防止します。問題のあるステップ

はシーケンステーブル上で自動でハイライトされます。

詳細な解説を表示する際は”Show log”をクリップします。

“Compare”は保存済のシーケンスが構成する現在のシナリオに

ついて電力と性能の比較を表示します。
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電力ステップをダイアログウィンドウで追加もしくは編集します。

遷移チェッカが有効になっていれば許容値とともに新しいステッ

プがあります。

Power mode selection has the most significant impact on the 

availability of other settings, interfaces and power/performance 

balance.

電力ステップは複数の特性によって定義され、電力モードが最も

重要な特性です。各電力モードの使用可否および特性はリファレ

ンスマニュアルやデータシートに記載されています。

他の設定、インタフェース、および電力/性能バランスの使用可否

に関して電力モードが最も影響します。

電圧レギュレータでコア電圧を設定します。低電圧ではシステム

クロック周波数が制限されますが、電力消費は大きく低減されま

す。詳細についてはデータシートをご覧ください。

命令をフェッチするアドレスや関連する設定も電力消費や使用可

能なクロックスピードに影響します。

供給電圧が計算されます。実際の電圧が使えない場合は可能な

限り近い電圧値を使用します。
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バッテリドレインモデルでデバイスがUSBに接続されている場合な

どのケースでもうひとつオプションがあります。

電力モードについて更に学習するには、システム電力制御トレー

ニングプレゼンテーション(system power control module training 

presentation)をご覧ください。
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クロック設定は電力設定、メモリ設定、さらに利用できる測定デー

タによって制限されます。オプション一覧はドキュメントをご覧くだ

さい。

使用していないペリフェラルのクロックを無効にすると消費電力

を低減できます。各ステップ期間中に使用するペリフェラルをご

確認ください。”Import”ボタンをクリックすると生成されたコードで

初期化される全てのペリフェラルが選択されます。

最後に各ステップ期間と追加の電力消費設定を定義します。追

加の電力消費とは、ピンに接続されている様々な負荷を指しま

す。例えばLED、ボタン、通信インタフェースなどが該当します。
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電力計算機機能は有効なプレゼンテーションツールです。”Ext. 

Display”をクリックすると電力消費プロファイルを別のウィンドウで

表示できます。電流消費見積もりを様々な方式でプロットし、表

示できます。デフォルトでは電力ステップシーケンスと電力消費

を時間軸で表示します。

他に複数のモードで消費した電力の割合を円グラフ表示できま

す。その円グラフは各モードの電力消費に占める割合を示すか、

もしくはRunおよび低消費電力モードの2種類に分けて表示しま

す。

ペリフェラルの電力消費を分けてグラフ表示でき、それによって

各ペリフェラルに必要な電力がわかります。表示のしかたは3種

類あり、それぞれデジタルペリフェラルのみ、アナログペリフェラ

ルのみ、もしくはその両方になります。
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拡張子.iocのファイルは静的初期化設定を記録しています。電力

シーケンスは拡張子.pcsのファイルに記録されています。PDFレ

ポートが生成されると簡略化されたテキストとピン配置のJPEG

ファイルも合わせて生成されます。
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STM32CubeMXコード生成ツール使用時のさらに詳しい情報につ

いては、上記文書をご覧ください。また、本ツールはst.comからダ

ウンロードできます。

ご静聴ありがとうございました。
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